
●上級農業経営アドバイザー 連載 号

38　AFCフォーラム 2023・1 冬1号

「ご縁に感謝」。福井県あわら
市の農業法人から渡され

た名刺には、この言葉が書いてあ
り、心を撃ち抜かれました。まさに
この出会いは日本公庫の事業の関
連で引き合わせていただいた「ご
縁」で実現した、ということもあり
ましたし、私のこれまでの仕事人生
を振り返っても、まさに「ご縁」に恵
まれてきたものであったことを思
い出させてもらいました。
　最近は、農業法人のお客さまか
ら合併や清算に際して、どのような
手続きが必要か、といった相談を
受けるようになりました。合併にあ
っては構成員間、出身法人間で不
公平がないように心を配る、清算
にあっては次の担い手に円滑に農
業資産を引き継ぎ、農業生産が継
続していくように心を配る。そんな

意識を持って、県などの関係機関
との「ご縁」も活用して対応してい
ます。
　相談のなかで感じるのは、合併
などのゴールの直前のタイミング
で持ち込まれる相談が多いことで

めには、日ごろからの関係構築を進
め、相談する相手としての信頼感
を得ておくことが肝要と感じてい
ます。いまはさまざまな機関で事業
承継対策の態勢が整っています。
「ご縁」をもとに思い切って一歩を

す。とある集落営農法人の例では、
合併の方針が前期末の時点で決ま
っていたものの、具体的な手続きに
はそんなに時間がかからないだろ
うと高をくくり、合併まで半年を切
った時点で会計事務を手伝ってほ
しいと相談を持ち込んできたもの
がありました。合併にあたっては公
平性を担保するため、財務デュー
デリジェンスをおこない、合併にあ
たっての出資比率を計算すること
になりますが、合併までの日が短い
場合、取り得る対策も限られること
になります。このようにならないた

踏み出す、そのひと押しの取り組み
が必要と感じています。
　「あんたがおるさけ行くんや」は
石川県のローカルCMで流れてい
たフレーズで、当地域の方言であ
なたがいるから行くんだよという
意味になります。これまでいただい
た「ご縁に感謝」して、いつしか私
が「あんたがおるさけ行くんや」と
言われるような存在になっていき
たい。いろんな困りごとに一番に相
談される、地域で頼られる存在に
なっていきたい。そうなれるよう、
日々研鑽を積んでいます。�
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